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医療鴇器の流通実態に関する調査報告者（概要）  

平成17年12月27日  
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第1 調査の目的及び調査方法  

○ 医療機器（ペースメ一九 PTCAカテーテル，MRl，腹腔鏡）の内外価格差及び   

流通取引実態について調査。   

○ メーカー（製造販売業者）．卸売業者及び医療機関へのアンケート並びにヒアリング調  

。   

第2 調査報告者のポイント   

1 内外価格差の葵態   

ペースメーカの国内価格は海外価格の約1．6倍。PTCAカテ叫テルは約2倍。  

MRl及び腹腔鏡については．内外価格差は認められない。  

2 内外価格差の要因 叫ペースメーカ及びPTCAカテーテルについて－  

（1）費用面  

流通，薬事申請．手術への立会い及び在庫管理委託（PTCAカテーテル）に要する   

費用．並行翰入が行われていないこと  

（2）取引における籠争の状況   

○ 医療機関の購入政簸による取引先固定化傾向  

特定の製品の購入や特定の卸売業者との取引が優先される傾向   

○ メーカ→の販売政策による取引先固定化傾向  

医療機関の既存の取引先卸売業者にのみ有利な仕切価格の設定等  

3 競争政策上の評価  

園 医療機関は，高いコスト意識に基づく購入行動を採る姿勢を持つ必要。  

圏 メーカーが卸売業者に対して．販売先医療機関を特定し．卸売業者が特定の医療機   

関としか取引できないようにする，又は．指定した医療機関以外に製品を販売する卸   

売業者に対し．合理的な理由なく製品の販売を拒絶することは．独占禁止法上の問題   

（拘束条件付取引，不当な取引拒絶）となるおそれ。  

圏 メーカーが卸売業者に対して，医療機関への販売価格の報告を求めることは．独占   

禁止法上の問題（再販売価格の拘束）につながるおそれ。  

圏 メ叫カーによる医療機関ごとの販売価格（医療機関の既存の取引先卸売業者にのみ   

有利な仕切価格）設定により．他の卸売業者が新規に取引することを困難にすること   

は，独占禁止法上の問題（不当な差別対価，差別的取扱い）となるおそれ。  

国 薬事法の製造販売の承認について，承認申請期間の短縮が図られるよう検討される   

ことが望ましい。  

問い合わせ先  公正取引委員会事務総局経済取引局取引部取引調査室  

電話 03－3581－3372（直通）  
httpこ／／ww．jftc．go．jp   ホームページ  



調査結果の繚要   

医療機器業界の概要  

（1）市場規模  

⊂垂  
が国め医療機器の市場規模：2兆600億円（平成16年）   

○調査対象品目の市場規模   

・・ペースメーカ：  465億円  

B PTCAカテーテルニ Z9B億円   

・MR王  373億円   

。腹腔鏡：  6億円   

（2）医療機器の流通経路  

一カーから卸売葉音を通じて医療橿関に販売  

○ペースメーj］，PTCAカテーテルのほとんどは，卸売業者を経由して医療機   

関に販売されてし－、る。MRlについてはメーカーから直接医療機関に販売され   

ている割合が高い。  

闇‾！－‾…－…－＝……  
○ 国内において販売されているペースメーカ及びPTCAカテRテルについては   

海外からの輸入製品の割合が高い。  

ペースメーカの製品割合   

（数量ベース）  

（出典 「医療機器・用品年鑑」2005 株式会社アー【ルアンドティーー）  
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2 内外価格差の実態とその要田  

（1）内外価格差の実態  

ペースメーカの国内価格は海外価格の蘭1．6倍。PTCAカテーテルは約2倍。  

MRl及び腹腔鏡については，内外価格差は認められない。  

ペースメーカ及びPTCAカテーテルの内外価格差の状況（平成16年）  
T【1●一 1一：こ｝ 

：ハ 手亘㌧：ゞ■ノ  

ゝ上1・′＝ゝ1’＝・－－「ぺ   ・．・．■け11こ■：．   二㌣・：ユニT・ご：ヽご＝．：′J・二■∴   ご；■ヽ  l・ 
シングルチャンバ（Ⅲ型）  133二万円  83．2万円  約1．6倍  

ペースメーカ  
デュアルチャンバ（Ⅳ型）  148万円  95．3万円  約1．6倍   

PTCAカテーテル（H般型）  17．Z万円  約8．2万円   約2．1倍   

（注）国内価格については，償還価格（リストプライスに相当），海外についてはリストプライスの平吼   

（2）内外価格差の要因   

ア 費用面  

流通に要する費用  

薬事申請に要する箆用  

手術の際の立会い等に要する責用  

在庫委託管矧こ要する費用［PTCAカテーテル］  

並行輸入が行われていない  

イ 取引における競争の状況  

0 医療提関の購入政策による取引先固定化傾向   

■ 既存の取弓卜先との継続的な取引を優先する傾向  

製品等選定における医師の影響九購入担当者の購入姿勢  

・入札等の実施方法  

入札参加資格が限定されてしまう入札仕様書，競争機能が発揮されにくい見積  

り合わせの実施方法  

○ メーカーの販売政財こよる取引先固定化傾向  

・メーカーによる卸売業者の販売先及び販売価格に対する関与  

販売先の指示．販売先。販売価格の報告  

・卸売業者への販売価格に関するメーカーの行為  

医療機関ごとの販売価格の設定  
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3 医療機関の購入政策による取引先固定化傾向  

（1）既存の取引先との継続的な取引を優先する傾向  

0 現場医師の要論による特定の製品の購入又は取引先選定への意向が医療痩関の機器購   

入の判断上．大きな影響力を持ち，これによって製品又は取引先が決定される傾向  

0 医療機関における購入事務担当者においても，事務処理上の問題等から従前より取引   

関係が続し、ている特定の卸売蒸着との取引を優先し．取引先を変更することについては  

ある傾向  

メーカー及び卸売業者の営業活動と医療機関の購入形態の一例  

（2）入札等の実施方法   

医療楳関が行う見境り合わせや入札の実施に当たって，入札参加条件が過度に限定され  

てしまうことにより，入札によって期待される競争観能が十分に勧しヽていない崇鰻  

医療機関がペースメーカを発注する際の仕様の内容（複数回答）  

具体的な攫桔名  

具体的なた程名－Iその同等品  

性能等のみ∴掟繕名を特定しない  

複数の異イネ的な裸子蔓名＋その同等品  

有効回答勢＝56（医療横間アンケー1ト）  

く＞  

医療機関は．高いコスト意識に基づく購入行動を採る姿勢を持つことが望まれる。  

・医師は．手術において使用する製品の購入要請において，購入事務担当者に対し複   

数の御重を提示することによってブランド問競争を通じた効率的な購入の取組に   

可能な限り協力する。  

｝ 購入担当者においても∴購入に際しては広く見積依頼を行い．コスト意識の視点か   

ら購入先を改めて見直す。  
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4 ペースメーカ及びPTCÅカテーテルメーカーの販売政策による取引先固定化   

傾向   

（1）メーカーによる卸売業者の販売先及び販売価格に対する関与  

0 卸売業者の販売先医療機関を指示  

・新たな取引先を開拓するに当たっての障害  

「メーカーから取引の承吉忍がなかなか下りない」53．3％（卸売業者アンケート）  

・医療機関へ積極的に売り込みを行わない理由  

「取引先をメーカーから指示されているため」3分の1超（同アンケート）   

メーカーが卸売業者に対して．その販売先である医療機関を特定し，卸売業者が特  

定の医療機関としか取引できないようにする．又は．指定した医療機関以外に製品を  

販売する卸売業者に対し，合理的な理由なく製品の販売を拒絶することは，独占禁止  

法上の問題（拘束条件付取引．不当な取引拒絶）となるおそれ。  

○ 販売先d販売価格の報告  

・取引先の報告  

対メーカーアンケートで，ペースメーカについては10社中9社が，PTCA  

カテ」テルについては20社中13社が，卸売業者に販売先を報告させていた。   

】販売価格の報告  

「医療機関への販売価格を報告している」49％（卸売業者アンケート）  

メーカーが卸売業者に対して．医療接関への販売価格の報告を求めることは，独占禁止法‡  

上の問題（再販売価格の拘束）につながるおそれ。  
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（2）卸売業者への販売価格に関するメーカーの行為  

メ一円力聯は卸売蒸着に対して医療緩関ごとの販売価格（仕切価格）を設定  

↓  

メ叫カー・が卸売蔓者に提示する販売価格（仕切価格）は既存の卸売築者に有利な設定  

．と   

この販売価格（仕切価格）格差のために．他の卸売葉音はその医療鴇関と新規に取  

引することが困難   

「メし－一－－カーからの仕入価格に差があり競争できない」27，5％（卸売業者アンケート）  

q 取引数量の多い卸売業者であっても，新規卸売業者はメしカーから特別の仕切価格   

が得られず，既存の小規模の卸売業者より高い見積りしか出せない（卸売業者ヒア   

リング）  

く＞   

特定の卸売業者に対して設定された有利な仕切価格とそれ以外の卸売業者の仕切価  

‥格との格差が．卸売業者間の取引内容等の相違を超えた著しい相違であって．これに  

≒より．不利に取り扱われた卸売業者の競争機能に直接かつ重大な号三響を及ぼすことに  

主より．公正な競争秩序に悪影響を与える場合には．独占禁止法上の問題（不当な差別  

三対価．差別的取扱い）となる。  

5 製品の販売に関する諸規制  

r】L  
て ＼＼、、／   

多様な製品が市場に流通し．競争が促進されることが望ましい。したがって一 葉事  

法の販売の承認については．例えば．申請者の負担軽減を図るなどして．承認申請期  

間の短縮が図られるよう検討されることが望ましい。  
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医療機器の流通実態に関する調査報告書  

平成17年12月  

公正取引委員会  
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調査の趣旨等   

調査の趣旨   

医療機器については，従前より内外価格差の問題が指摘されてきており，その要因  

の1つとしてメーカー，卸売業者，医療機関の流通段階における様々な取引慣行ヤ企  

業行動が指摘され，その中では競争制限的な行為についても指摘がなされている．。医  

療機器の流通実態については，平成9年に当委員会において「医療用具の流通。取引  

慣行等に関する実態調査報告書山ペー スメーカ，PTCAカテーテル，MRIを中心  

として－」を公表しているところ，近年の医療制度改革に伴い，こうした取引慣行てつ  

企業行動などについて医療機器の流通分野に変化が生じているのではないかとの指摘  

もある．っ そこで，医療機器の流通について調査を行い，医療機器の流通取引分野にど  

のような変化が生じているのかについて調査を行うとともに，メーカー，卸売業者，  

医療機関の流通過程における様々な取引慣行や企業行動について競争政策上の観点か  

ら改善すべき点を明らかにすることを目的として調査を行った．⊃  

2 調査対象等  

（1）調査対象品目  

現在，日本国内で流通する医療機器のうち，ペースメーカ，PTCAカテーテル，  

MRI及び腹腔鏡を調査対象品目とした）  

（2）調査対象事業者等  

調査対象品目を取り扱う製造販売業者（以下「メー椚カー」という．。），卸売業者及  

び医療機関を対象とした．っ  

（3）調査方法  

調査は次の方法により調査対象品目を取り扱う関係者に対して実施lノた＝  

ア アンケ“ト調査  

（ア）メーカー  

∂ ペースメーカ  発送数＝社 回答数‖）杜（回収率91％）  

1〕 PTCAカテーーテル 発送数22杜 回答数20仕（回収率91％）  

c ⅣIRI  発送数5杜 回答数5社（回収率100％）  

（注）／く一－スメーーカとPT（∴人力テーテ／レについて重複は8杜「  

なお，取扱いのなかったメ・一か一・についてほ回答類に含めていないっ  

（イ）卸売業者  発送数！用杜 回答数68杜（回収率57．6（‰）  

（ウ）医療機関  発送数437施設 回答数258施設（回収率59．0％）  

イ ヒアリング調査  

メーカーー12杜，卸売業者5軋 医療機関8施設，業界団体5同体の計コ0  

（4）調査期間  

平成17年8月から平成17年L2月   



第2 医療機器業界の概要等  

1 市場規模  

平成16年薬事工業生産動態統計年報によると，平成16年の医療機器全体の生産金額  

は約1兆5300億円，輸出金額は約4300億円，輸入金額は約9600億円であり，平成16  

年における日本国内の医療機器の市場規模佳1は約2兆600億円と推定される．っ また，   

近年の市場動向は，輸出・輸入金額ともに増加傾向にある一方，生産金額はほぼ一定で  

あり，市場規模はほぼ横這いの状態が続いているら  

図表1 市場規模の推移  

平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年  

（出典：厚生労働省「薬事工業生産動態統計年報」（平成9年へ平成16年））  

2 医療機器の定義等   

医療機器とは，薬事法（昭和35年法律第145号）第2条において，「人若しくは動   

物の疾病の診断，治療若しくは予防に使用されること，又は人若しくは動物の身体の   

構造若しくは機能に影響を及ぼすことが目的とされている機械器具等であって，政令   

で定めるもの」と定義されている圧2．。   

薬事法上 医療機器は，その機器のリスクに応じて「高度管理医療機器」，「管理医   

療機器」 ，「一般医療機器」の3種類に分類され，医療機器のうち，高度管理医療機器  

注1「市場規模＝生産金額＋輸入金額一輪出金額」として算出ウ  

一三2  改正案幸枝（平成17年4月1日施行）により，二れまでの「医療用具」から「医療機器」に名称が  

変更されている、現在，薬事法施行令呂り表第一において115項目が「医療機器」として定められてい  

・lヽ・  
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及び管理医療機器を製造販売しようとする者は，品目ごとに厚生労働大臣の承認（管  

理医療機器のうち指定管理医療機器以外の品目）を受けなければならないとされてい  

る．⊃ また，外国メーカーの高度管理医療機器については，これを輸入販売する製造販  

売業者が，品目ごとに大臣の承認を受けなければならないが，外国メーカーが，その  

製品を輸入する者として選任したものに対し当該製品の製造販売をさせることについ  

て大臣の承認を受けた場合には，当該選任された国内製造販売業者は当該製品につい  

て承認を受ける必要はないとされている。  

図表2 医療機器のリスクによる分類  

とんどないもの  

（薬事法を基に作成）  

3 事業者等の概要  

（1）メーカ椚（製造業者及び製造販売業者）  

従来，業とtノて医療機器の製造又は輸入販売を行うためには，薬事法の規定によ  

り，製造業者又は輸入販売業者として都道府県知事の許可を得なければならないこ  

ととされていたが，改正薬事法により，製造を行って専ら製造販売業者に出荷する  

者は「製造業者」として，医療機器を自ら製造し又は製造業者から仕入れて卸売業  

者に販売する者は「製造販売業者」として，それぞれ厚生労働大臣の許可を受けな  

ければならないこととなった注i．一 また，従前の「輸入販売業者」という業態区分は  

廃止され，改正薬事法においては「製造販売業者j としての許可を受けることとな  

った．〕  

㌃づ製造廉売業者レ）うら，高度管理医療機器を販売する昔ほ，後1吏のとおり，薬事法第39条より販売業の   

許可（都道府県知事（7）許可）を得なければならないこととされている〕   

．なノをJ、製造販売業青から委託を卦ナて専ら挺庫機器を製造しノている事業二旨H∴レない上し、われている1   



図表3 流通過程における諸規制の概要（高度管理医療機器のケース）  

許可（薬事法第13条）  

二重車重ニ  

製造業者  

納品．1管製造委託  

製造販売業の許可（同法第12条）  

品目ごとの製造販売の承認（同法第14条）  
製造販売業者  

一 都道府県知  

販売業の許可く同法第39条）  

医療機関  

（薬事法を基に作成）  

（2）卸売業者  

卸売業者は，メーカーから医療機器を仕入れ，医療機関や他の卸売業者に販売す   

る事業者である．。高度管理医療機器等の販売に当たっては，薬事法により都道府県   

知事から販売業の許可を受けなければならないとされている．⊃  

医療機器の流通における卸売業者の販売業務以外の主な役割としては，メーカー   

に対するアンケートによれば，医療機関情報の収集などが挙げられ，卸売業者に対   

するアンケートによれば，メーカー情報の提供などが挙げられている。また，特に   

ペースメーカについては，立会い。フォロー アップヘの対応（メーカーへの取次を   

含む．っ）が挙げられ，カテーテルについては，製品の在庫管理ヤ保管・配送が挙げら   

れている．：．  

（3）医療機関  

平成16年医療施設調査によると，公的医療機関（国，都道府県 市町村などが設   

立主体であるもの）が1，810施設別，民間医療機関（公的医療機関以外）が7，267   

施設となっており，公的医療機関，民間医療機関ともに近年減少傾向にあることか   

ら，全体の施設数としても近年減少傾向にあるゥ  

射 二二では医療法（昭和コ3年法律第二05号）に規定される病院のみを対象としている＿∫   



図表4 医療機関数の推移  

口良問匡希波間  
白公的医療櫨問  

平成9年    平成10年    平成††年    平成丁2年   平成T3年    平成＝堰   平成】5年    平成16年  

（出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成9年へ平成16年））  

4 流通の概要等  

医療機器の流通経路については，メーカ」から直接医療機関に販売される形態と卸   

売業者を通じて販売される形態があるが，ペースメーカやPTCAカテーテ／LJなど，   

医療機器の多くは卸売業者を通じて販売されているっ これに対し，ⅣIRlの流通経路   

については，販売台数の約6割は医療機関との直接取引であるニ メーカーからのヒア  

リングによれば，MRIについては製品自体の価格が高額であるため，卸売業者が買   

い取る形態は1投的ではないといった理由から，医療機関へ直接機器を販売する方法   

が主流となっているとのことであった．）  

図表5 ペNスメN力，PTCAカテMテル及びMRIの流通経路  

PTCAカテーテル  

医療機関への直接販売  

ペースメーカ  

2う♭  

（メカー一に対一ナるアンケーート調査による）   



5 医療保険制度  

（1）診療報酬制度  

我が国では，国民は何らかの公的医療保険制度に加入し保険料を支払うことによ  

り全国どこの保険医療機関注5でも医療を受けられ（国民皆保険制度），この制度にお  

いて保険医療機関は医療給付の対価として，診療報酬が保険者から支払われる仕組  

みとなっている．っ  

保険医療機関が受け取る診療報酬（医療給付の対価）は，「健康保険法の規定によ  

る療養に要する費用の額の算定方法」（平成6年厚生省告示第54号）別表に定める   

医療診療報酬点数表（以下「診療報酬点数表」とい 

者から社会保険診療報酬支払基金又は国民健康保険連合会を通じ保険医療機関に支  

払われている（健康保険法第76条）。診療報酬点数表は医療保険における医療費用  

の額を定めたもので，保険医療機関で行われる診療行為の種額。項目別に点数で記  

載され，各診療行為の点数に単価（1点10円）を乗じたものがその診療報酬金額と  

なる。  

図表6 診療報酬制度の概要  

（出典：日本医療機器関係団体協議会「医療用具と医療保険」（平成11i牢7月）を基に作成）  

圧5 ほぼすべての医療機関が保険医療機関となっているとみられるっ   



（2）医療機器の診療報酬算定上の取扱い  

診療報酬点数表に掲げられている診療行為のうち手術，検査，画像診断等の12の   

診療行為については，その報酬等（「技術料」というり）が定められており，保険診   

療で使用される医療機器は診療部掴＋憶数表において，構造，使用目的，医療上の効   

能・効果に着目した機能によって，①診療行為ごとに設定される技術料に包括・加   

算評価されるもの，②機能区分ごとに保険償還価格が設定されるもの（特定保険医   

療材料）及び③保険適用されないものとに区分されている〕  

診療行為において上記「特定保険医療材料」を使用した場合，医療機関は材料価   

格基準那に基づいて，その材料費用の額（保険償還価格．。以下「償還価格」というっ）   

を社会保険診療部酬支払基金等に請求することができる。例えば，上記の診療行為   

においてペースメーカやPTCAカテ山テ｝L，を使用した場合，医療機関は，当該材   

料の償還価格を請求することになる．⊃ただし，MRIについては，診療報酬算定上   

診療行為に包括して評価されており，機器自体に償還価格は定められていない．＝  

図表7  医療機器の診療報酬算定上での評価  

分類  対象医療機器例   

技術料に包括して評価されるもの  使い捨て注射器，  
ガーゼ等  

に包括あるい         特定診療報酬算定医  技術料に包括し  MR選，腹腔鰻，心電図   

して評価され  療機器として評価さ  て評価されるも  等  

れもの   の  

加算して評価さ  

れるもの   

料  

保  P冒CAカテーテル等   

適  
保健医療上の評価がまだ確立されておら   研究開発段階にある医療  
ず，圭た普及もしていない医療機器  機器等  

は加算  

るもの  

（診技術  

（特定  

（∋保険  

（出典：日本医療械器関係団体協議会t医療用具と医療悍臥（平成16年7月）に基づき作成）  

（3）診療報酬及び材料価格基準の改定  

診療報酬に／ついては概ね2利こ1度，厚生労働大臣が中央社会保険医療協議会（中   

医協）に意見を聴き，改定されてきており任7，材料価格基準で定められた価格につ   

いても同様に改定されている二 二のうち，特定保険医療材料の償還価格の改定につ   

いては，改定される前年に価格調査が実施され，それを基に同一機能区分ごとの市   

場実勢価格の加重平均値を算出し，二の値に一定幅（改定前の償還価格のヰ％）を   

加算した盲）ヴ）がその年の償還価格とされている二  

1貰Lう 特在保険医療相川こついて，医療機関（こ支払わかる額は厚生労働大臣が「材料価格基準」とtノて告  
示で定めていろ一  

新  闇塘牒険捉第県条   



（4）特定保険医療材料に関する償還価格設定の評価方式  

特定保険医療材料の保険償還価格設定においては，同一効能及び効果を有するも   

のは同一の評価を行う「機能別評価方式」が用いられており，この方式によれば，   

同一機能中に競合他社製品が存在することとなるため，医療機関による機能単位の   

購買行臥 すなわち，ブランド間競争が期待できるといわれている。前回調査時点   

（平成9年）において，ペースメーカについては製品ごとに評価を行う「銘柄Bり評   

価方式」とされており，医療機関により銘柄単位の購買行動が行われることから，   

ブランド問競争が生じにくいと指摘されていたところ，平成12年，ペースメーカの   

評価方式は銘柄別評価方式から機能別評価方式に変更されている．。  

6 調査対象品目の概要  

（1）ペースメーカ  

ア 製品の特徴  

心臓疾患には，冠動脈疾患（心臓への血液の供給が阻害される症状），不整脈  

（神経系の異常により脈拍が不規則になる症状），心筋症（心室の機能が阻害さ  

れる症状），心不全（心臓の機能が低下することにより心臓が十分な血液を供給  

できなくなる症状），動脈癌（動脈の壁の弱いところにコブができる症状）等が  

ある．っ  

ペースメーカとは，このうち心臓が一定のリズムで収縮・拡張しない，不整月凧  

又は余脈を生じる場合，心筋に一定の電気的刺激を与えて正常の脈拍にする装置  

であり，胸部又は腹部に植え込んで使用される植込み型と体外型のものがある庄8．⊃  

ペースメーカの植え込み手術に当たっては，患者の症状に合わせてプログラマー  

という機器を用いて心拍をプログラムし，その後，フォローアップと呼ばれる定  

期的な動作状況等の点検を行うなど患者の症状に応じた高度な操作技術が必要  

である。電池寿命は機種や作動状況によって異なるが，おおよそ5年から10年  

程度であるといわれている．っ  

イ 市場規模等  

平成16年の国内市場におけるペースメーカの販売個数は4万7460胤 市場規  

模は約465億円程度といわれており，国内販売実績については，数量ベースでは  

安定した増加傾向が続いているものの，金額ベースでは全体的に減少傾向となっ  

ている．⊃  

庄8  
本調査では，償還価格の定められている植え込み型のみを対象としているっ以下，単に「ペースメー  

カ」という場合は，全てこの植え込み型ペースメーーカを指すっ   



図表8 植え込み型心臓ペースメーカの販売実績  

（個）  

50，000  

40．000  

30．000  

20，000  

10、000  

0  

（百万円）  

48．000  

4了．000  

46，000  

45．000  

44．000  

43，000  

42、000  

2001年  2002年  2003年  2004年  

（出典：㈱アール アンド デイr一「医療機器・用品年鑑」2005）  

国内の主要なべースメ一山カのメーカーは約10社程度であり，すべての製品は海外か  

らの輸入品となっている＝．  

図表9 国内の主なペースメーカのメーカー  

会社名   製造元   
頑ゲッツブラザーズ   米国   
ジ工イ ・エム・エス㈱   フランス，オランダ   

大正医科器械㈱   ドイツ   

日本エラメディカル㈱   フランス   

日本ガイダント㈱   米国   

ドイツ   

日本ビタトロン（棉   オランダ   

日本メドトロニック㈱   米国，カナダ，オーストラリア，オランダ   

日本ライフライン㈱   米国   
フクダ電子（棉   米国   日本光電工業㈱  

〈ノーか一に対するアンケート調査による）  

図表10 ペースメーカのマーケットシェア（2004）（数量ペース）  

（Ⅲ典・梱アル アンド ナィー「医積機器・用品年鑑」二（〕05）  
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